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かわら版では順次、長尾町の各種団体を紹介していきます。

【発行：長尾町自治会】

住 所：長尾町宅原 319-2

連絡先：長尾出張所

(電話)078-986-2581

長尾ふれあいのまちづくり協議会

「長尾ふれあいのまちづくり協議会」は、長尾町並びに上津台の福祉関係団体及び公共的団体等の代表

により結成したネットワーク組織です。

地域福祉活動、住民の交流・レクリューション・スポーツ等コミュニティ活動の拠点となる長尾地域福祉セ

ンター、長尾町公園等を有効に活用して、地域の福祉活動及び交流活動を行うことにより、長尾町並びに

上津台住民の福祉の向上を図ることを目的にしています。

構成団体
〇 長尾町自治会

〇 上津台自治会協議会

〇 長尾町福寿会

〇 長尾婦人会

〇 北消防団長尾支団

〇 長尾小学校PTA

〇 長尾幼稚園PTA

〇 長尾小学校開放運営委員会

令和元年度決算書
【収入の部】 (円)

内 訳 収 入 額

前年度繰越金 2,161,988

運営交付金 2,387,400

ふれあいのまちづくり助成金 196,000

運営協力金 284,885

その他収入 70,093

計 5,100,366

【支出の部】 (円)

科 目 支 出 額

施設の管理運営費 1,935,319

ふれあいのまちづくり助成金対象事業費 227,731

地域福祉活動費 330,718

公金支出対象外経費 5,000

翌年度繰越金 2,601,598

計 5,100,366

令和２年度 役員名簿 (敬称略)

委員長 三谷 恭三 公園会計 前 勝弘

副委員長 大江 重治 防ｺﾐ会計 豊浦 貞夫

副委員長 小南秀富美 書 記 酒井 富一

副委員長 馬場 聰彦 監 事 冨井 昭博

会 計 西井 一成 監 事 藤田 隆彦

給食会計 谷口 節子

ホームページもご覧ください。
https://www.nagao-fureai.net

主な福祉・交流活動
〇 ふれあい昼食会（月 1 回第 3 土）

〇 茶話会（月 2 回第 2 第 4 金）

〇 ぽかぽかハート（月 1回第 2金）

サークル活動
〇 空手（月 6回）

〇 書道（月 2 回）

〇 手芸（月 2 回）

〇 コーラス（月 2 回）

〇 ARISAN ダンス（月 3回）

〇 ピラティス（月 4回）

〇 ママピラティス（月 3回）

〇 和太鼓（2 ヶ月 1回）

〇 生花（年 7 回）

本年度は新型コロナ対策として、

多くの活動を休止しています。

https://www.nagao-fureai.net/jiti/kawaraban/

〇 青少年育成協議会長尾支部

〇 長尾地区民生委員・児童委員

協議会

〇 長尾防災福祉コミュニティ

〇 長尾地区社会福祉協議会

〇 長尾農会

〇 長尾少年団野球部

〒651-1512 長尾町町上津字大江ノ前 194-1 神戸市立長尾地域福祉センター内

長尾ふれあいのまちづくり協議会 TEL 078-986-7001 FAX 078-201-9961
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消防訓練の実施

びわ湖テラスと紅葉の比叡坂本ケーブルへの日帰り旅行に行きました。穏やかな日差しに映える西教寺の

紅葉。日本一と言われる坂本ケーブルは長さもさることながら、手

で掘られたトンネル、上りと下りが行き違うことが出来る一部の複

線路、先人の偉業に感動しました。

レストランでのビーフシチューに大満足し、Go to トラベルの割

引や、地域限定サービス券でお土産を買うのに心が弾みました。

コロナ禍の中、楽しい一日となりました。会員の皆様に感謝です。

長尾町民の心意気を示すべく、第 41回趣味と芸術作品展を11月

3 日、4 日の両日開催致しました。

新型コロナ禍の中ではありましたが、出展者 94 名の方に 300 点を

超える作品を展示して頂くことができました。

見学には 320 余名の方が来場され、改めて感心の高さを感じており

ます。

皆様方には、今後共感染症等には充分にお気をつけて「健康寿命

延伸の町」を目指して頂きます様お願い致します。

開催にご協力頂いた団体

・長尾町各種団体

・長尾小学校

・長尾幼稚園

・長尾児童館

・有馬高原病院

・やすらぎの里神戸赤松台

今年は、長尾町で 11 名の方が新成人になられます。

未成年の殻を破り、自分の夢に向かって、より一層励

まれることを期待しています。

長尾町自治会から、お祝いとして図書カードをお贈りし

ます。

岩 谷 上上津

上上津 有 井

上上津 有 井

上上津 下宅原

上上津 下宅原

上上津

10 月 12 日、キリンビール神戸工場で、11 月 7 日には長尾

児童館にて消防訓練を行い、感染症予防に配慮しながら応

急手当法や初期消火指導を行いました。

コロナ禍の終息が見通せず、消防団活動も制約されるなか

ですが、今後も地域の皆さんと交流を図りながら安全安心活

動に取組んでいきます。

令和３年が災害のない一年となりますように、、、（長尾支団本部）

(敬称略)

キリンビール神戸工場

長尾児童館

主催 長尾ふれあいのまちづくり協議会

親睦旅行 11月16日婦人会 コーナー

消防団 コーナー

新成人ご紹介 =二十歳の門出おめでとう=

第 41回長尾町趣味と芸術作品展 １１月3日・4日
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今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、町内各神社の秋祭

りは例年の行事が自粛され、神事のみが行われました。

その中で熊野神社では、「剣の舞」でコロナ祓いが行われました。

獅子舞の奉納は、例年１０種目演じていましたが、今年は「本神楽」と「剣

の舞」のみ奉納ました。

「剣の舞」は、獅子が剣を用いて、禍、厄を祓う舞です。 （右の写真）

上上津地区の小学 5 年生、宅原明里さんが 11 月 7 日、和歌

山県で行われた「第 7 回近畿オープン小学生バトミントン大

会」のダブルスで見事 3 位になりました。

宅原さんは長尾スポーツクラブのバトミントンクラブ「ス

マッシュランラン」に所属しており、日頃の練習の成果を出

すことができました。

（宅原さんは写真右側 左は三田市の中川莉杏さん）

10 月 24 日、神戸市灘区の「さくら園六甲道保育園」の園児 18

名が「こうべファーム」の畑で秋の収穫を体験しました。

チョッキン、チョッキン、黒枝豆の葉と豆を切る音。園児は 1 人 2

本づつ収穫しました。お昼は「おくっちょ」でお母さん手作りのお

弁当を食べ、午後は楽しいサツマイモ堀りと富有柿取りです。

秋晴れの下、子供たちの楽しい歓声が響いていました。

岡営農組合も立ち上げから、はや６期目を迎えました。

平成29年に 1台目のコンバインを購入しました。その後、年々順

調に受託面積も拡大し、作業効率向上のため今年2台目を購入し

ました。

メンバーも 13 人に増え、2 台のコンバインをフル活動させ、今年

の稲刈りも無事に終えることができました。来期に向け、更なる生

産性の向上と拡充を目指しています。

一之宮神社 長尾神社 大歳神社

更なる規模拡大を目指して 岡営農組合

都市部の保育園児と交流 こうべファーム

バトミントン近畿大会で見事3位 宅原明里さん

コロナ禍で各地区の秋祭り、少人数の神事に
熊野神社では＝「剣の舞」でコロナ祓い＝
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〈下宅原〉西浦 義文 さん [満 81才] R2.10.17

〈下宅原〉森脇はまの さん [満 95才] R2.10.14

〈豊 浦〉中平 忠敏 さん [満 77才] R2.10.16

〈下上津〉小南美恵子 さん [満 84才] R2.11. 9

〈下上津〉平井ふさ子 さん [満 88才] R2.12. 7

〈 岡 〉大西ため子 さん [満106才] R2.12.12

おくやみ
去年は、コロナに始まりコロナに終わる、トンネ

ルの中にいるような一年でした。でも、ワクチンが

出来るという明るい先が見え始めました。少しでも

心安らぐ季刊誌となるよう、今年も楽しい記事を書

いていきたいと思います。

岡地区担当 山中久仁子

【 上上津 】

1 名

【 有 井 】

１名

おくっちょの隣にある畑の野菜づくりに、東灘区、宝塚市の子ども達

が、NPO法人「こども未来遊育」に引率されて、昨年から定期的に来て

います。今年は、野菜づくりだけでなく、おくっちょで、折り紙を習った

り、昔の農村生活の話を聞いたりしていました。

７月 12 日，８月 23 日には、上上津の奥町さんが、可愛い動物やお

菓子の折り方を指導。カラフルな紙を手に子ども達は夢中になって折

っていました。

また９月 20 日には冨井さんが、昔の 3 世代・ 4 世代同居の生活、隣近所の助け合い、小学校時代の思い

出を披露。『不便だけども、温かみのある生活だった。今の子ども達には、それぞれ今、できることをしっかりと

やっていってほしい。』と語り、子ども達は熱心にメモを取りながら聞いていました。

社会福祉法人愛寿会がかねてより計画されていた特別養護

老人ホーム「さくらガーデン」の起工式が、9月29日、建設予定

地の有馬高原病院駐車場で執り行われました。

式には愛寿会関係者、地元自治会関係者、建設関係者等が

参列されました。

現在の愛寿園（定員50人）は昭和53年に開設し40年を経過しており、現状のニーズに対応したサービスを

提供するため、建て替えが検討されてきました。愛寿園に替わり建設

される「さくらガーデン」は、鉄筋コンクリート造２階建てで、定員は80人

（内、ショートステイ10人含む）です。１階には地域交流スペースも計画

されており、「入居者の健やかな暮らしを支え、地域の福祉を担う施設」

として令和3年6月末に完成の予定です。

編集後記

完成予想図

さくらガーデン新築工事起工式 9月29日

おくっちょに賑やかな子どもの声

こんにちは赤ちゃん


